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アジア太平洋こども 会議のこども 大使 芝ち 9 人 ガ 今年もやって 来まし 

た。 今年のこども 大使た ちほ 、 マーシャル諸島 か らの訪問です。 一行は 
7 月 29 日ガ ら 8 月 5 日までの 間垣 滞在期間中、 町内の家庭にホームステ 
イ しました。 
29 日の対面 式 では、 少し緊張気味のこども 大使 厄ぢも、 ホストファミ 

リ 一の温かい気遣いにすでに 打 $ 解け、 お 別れの日には、 こみ上げてく 
る 涙を抑えること ガ できないようでした。 
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い
つ
で
も
ど
 ヱ
 で
も
 

ぼ
 れ
 屯
ガ
必
後
哲
情
紙
宕
 …
 

執
化
 

大
に
 

情
報
化
は
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
 

生
活
者
本
位
、
利
用
者
本
位
の
情
報
化
 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
町
が
 

め
ざ
す
情
報
化
の
基
本
理
念
、
基
本
的
 

な
イ
メ
ー
ジ
を
「
人
に
優
し
い
情
報
化
 

と
し
た
も
の
で
す
。
 

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
実
施
し
た
 

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

や
座
談
会
な
 ビ
 に
よ
り
情
報
化
に
関
す
 

る
ニ
ー
ズ
や
現
状
に
つ
い
て
、
様
々
な
 

意
見
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
 

情
報
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
 

高
齢
者
や
障
害
者
な
 ビ
 へ
の
 配
臆
が
 求
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
、
 

 
 

 
 

m
 

こ
の
計
画
は
 、
 町
の
持
性
や
情
報
化
 

の
 現
状
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
な
 

ビ
を
 把
握
し
た
つ
え
で
、
情
報
化
の
基
本
理
念
や
 

指
針
、
基
本
的
展
開
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
総
合
 

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
策
定
し
ま
 ｜
 

 
 

計
画
期
間
は
、
前
期
五
年
、
後
期
五
年
の
十
年
Ⅰ
 

定
し
 、
二
十
一
世
紀
に
向
け
一
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 
[
 と
 
の
連
 

携
を
図
り
な
が
ら
一
休
的
に
進
め
て
 い
 く
こ
と
に
し
て
 い
ま
す
。
 

計
画
の
対
象
地
域
は
 、
 主
に
町
内
を
対
象
に
し
て
い
ま
 す
が
、
 

生
活
圏
や
経
済
圏
の
広
が
り
を
考
慮
し
て
遠
賀
郡
を
は
 
じ
め
通
勤
 

通
学
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
 
0
 者
癒
し
 

画
 と
し
て
い
ま
す
。
 

た
計
 

 
 

め
ざ
し
て
 

１
人
に
 

岡
垣
町
 情
 糊
化
推
進
 計
 画
を
策
定
 

近
年
の
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
 

成
社
会
に
も
 様
 4
 な
 影
響
を
与
え
 

和
 ）
（
新
し
い
ぬ
る
さ
と
の
創
生
「
 

る
 取
り
組
み
を
総
合
的
、
計
画
的
 

理
技
術
や
電
気
通
信
技
術
を
活
用
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
角
度
 ガ
ら
 二
十
一
 

人
に
と
っ
て
 "
 ガ
け
ガ
 え
の
な
 い
 

交
流
の
促
進
を
は
じ
め
健
康
福
祉
 

垣
 切
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策
定
 

今
後
、
町
民
一
人
ひ
と
り
 ガ
ぃ
 

報
 文
化
都
市
 "
 あ
 か
ガ
き
 "
 を
 形
 

て
い
き
ま
す
。
 

、
国
際
化
な
ど
の
社
会
 

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
 

マ
 を
基
本
理
念
に
掲
げ
 

に
進
め
て
い
く
た
め
に
 

じ
た
情
報
化
 が
欠
ガ
 す
 

世
紀
の
町
の
情
報
化
の
 

ふ
る
さ
と
 "
 に
な
る
よ
 

・
に
配
慮
し
た
情
報
化
の
 

一
 
し
ま
し
た
。
 

き
い
き
と
交
流
し
、
 
安
 

成
す
る
た
め
の
 様
 4
 な
 

 
 

た
 「
マ
ス
ワ
ー
フ
ラ
ン
」
に
よ
 

は
 、
急
速
に
進
展
す
る
情
報
処
 

-
 
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
 

方
向
性
を
示
し
、
そ
こ
に
住
む
 

う
 、
生
涯
学
習
の
推
進
や
国
際
 

取
り
組
み
を
体
系
化
し
た
「
 岡
 

至
 で
快
適
な
生
活
を
育
む
 、
情
 

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
 

添
 

目
 

  



目
 
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
内
部
事
務
の
合
理
化
を
支
援
す
る
取
り
組
み
 

み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
ず
。
し
た
が
 

っ
て
遠
賀
郡
お
よ
び
北
九
州
圏
城
を
視
 

野
 に
入
れ
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
 

り
を
検
討
し
ま
す
。
 

私
た
ち
の
生
活
圏
や
経
済
圏
は
 、
行
 

農
業
情
報
シ
ス
テ
 L
 

政
 区
域
を
越
え
て
広
が
り
つ
つ
あ
り
 情
 

報
 化
に
あ
た
っ
て
も
広
域
的
な
取
り
組
 

観
光
情
報
シ
ス
テ
 L
 

四
 %
 館
 と
光
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
情
報
シ
ス
 

情
報
の
管
 

テ
ム
 を
整
備
・
推
進
し
ま
す
。
 

形成 

推 
進 
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横上ク ア ど 推た ス     全ゃ 組のに 
索や化ィ 進めのをに 健 

・ 町に・ な しの尿中村 康 

や 動 な 
観 推収操ス   

。 情致 を 
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さ のにい て 日 

れ海来まイ 氷海 
て岸 るす な 近が 
い @ こア 。 ど 海 の 

｜   
珍 こ は 流 く の 
しれる に ア ご 産 

いはば 乗力 0 卵 ・ 産卵海がめこととって同 ふヒ 6 ウミガ 本来、 7 
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産卵を終え、 海へ帰って い ( 海がめ ( 鹿児島県吹上沢で 撮影 ) 

三
里
松
原
海
岸
で
の
海
が
め
の
産
卵
を
観
察
 
し
よ
う
と
、
今
年
 

も
 活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
 
8
 戸
上
旬
 ま
で
に
産
卵
は
確
認
 

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

囲
垣
で
の
海
が
め
産
卵
を
初
め
て
確
認
し
、
 
観
察
を
始
め
た
の
 

は
 平
成
 4
 年
。
そ
の
後
、
平
成
 6
 年
、
平
成
 8
 年
と
一
年
お
き
に
 

産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
周
期
か
 
ら
す
れ
ば
今
年
は
産
 

卵
 は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
岡
 
垣
の
 海
が
め
（
ア
カ
ウ
 ，
、
 

+
 

ガ
メ
 ）
の
産
卵
が
な
ぜ
、
貴
重
な
の
か
を
 
紹
 介
し
ま
す
。
 

は
、
 主
に
暖
流
の
日
本
海
流
（
黒
潮
）
 

岡
垣
 に
産
卵
に
来
る
 

に
 乗
っ
て
、
関
東
か
ら
以
西
の
太
平
洋
 

岸
で
 繁
殖
し
て
い
ま
す
。
九
州
で
は
 

宮
 

海
か
 め
 ほ
 め
ず
ら
し
い
 

崎
や
鹿
児
島
な
ど
の
浜
辺
で
特
に
多
く
 

さ
て
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
 6
 月
か
ら
 

7
 月
 -
 
下
旬
に
か
け
て
、
三
里
松
原
海
岸
 

に
産
卵
に
や
っ
て
き
ま
す
。
・
平
成
 
4
 年
 

の
初
確
認
以
来
、
町
委
託
の
調
査
員
、
 

岩
崎
富
一
さ
ん
に
よ
り
毎
朝
、
海
が
め
 

の
 足
跡
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
 

べ
１
 m
 

に
 包
ま
れ
た
 

 
 

三
里
松
原
海
岸
で
の
産
卵
 

で
は
な
ぜ
、
 

岡
 垣
の
海
岸
に
 ?
 
 

。
 

岡
垣
 が
特
に
住
み
や
す
い
か
ら
 ?
 

そ
れ
と
も
ほ
か
に
何
か
理
由
が
。
 

そ
れ
は
海
が
め
の
み
が
知
る
と
こ
ろ
 

で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
が
日
垣
の
キ
ャ
ッ
 

ヂ
 フ
レ
ー
ズ
 
"
 海
が
め
も
か
え
る
 町
 "
 

 
 

の
 所
以
な
の
で
す
。
 

一 " 。     ""     
置棚 こ にて 一 にの 地海 し っ 

しなこ と八十 部し設侵 でがてて 町   
） ま 改のがり潮がか 電火あ めい延は 

し修た度込 の 抄 ししに 6 のま び     
こ 新月 き砂 W もら も破がが こ l 浜 

海 
のたかま 浜輪れ 波の壊 四 雁れ ド入 
保 なら しが 朗 、 ほ で さ輪認はレ口 

  

が 

託保海た荒 柵沌が 。 ら 助命 重年 ょ る すれ 。 な動れ成 駆さ平 ル海 @ に 
は棚 め さがに 浸 ぃ車 、 4 を に 

め 

可、 車で荒された 砂浜 ( 上 ) と 、自 を設 保護 れる 砂浜 なっ 食で 産卵よう など 年に 設置 / 力 

完成した海がめ 保護 柵 

保 
  改護 

  を   
置 

O     

今
年
  
 

産
卵
 ゃ下
 

カ
 確
認
 さ
 れ
ず
 

や
っ
ぽ
り
一
年
あ
き
で
す
 ガ
 ?
 

 
 

O
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岡垣町も早いもので 35 歳の誕生日を 

 
 

迎えようとしています。 
昭和 37 年町政施行当時、 15,278 人 だ 

っ た人口も今年 7  月末で 29,884 人と、 
ll 頁 調 に延びてきました。 30,000 人に達 
するのも間もなくです。 

今回、 人口 30,Doo 六突破を記俳して   

  

券
 

 
 

す
図
 

ま
、
 

い
は
 

打
た
 

を
者
 

ズ
選
 

イ
当
 

ク
 およ びテ ン

 
ホ
、
 

レ
 

三ダ =, Ⅰ Ⅰ Ⅱ @ リ ア 

    
ト、         

    
    カードを差し 上げます。 ( ただし、 当 

選者多数の場合は、 抽選で 10 名まで ) j 、 化の様子を一目と、 集まった人たち 

-% 運ゼ 手具 左は Ⅰ 、 化して砂からはい 出た子かめ。 ） 
  今年は、 あ の感動を味わうことなく、 

夏は終るのか… 0 
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岡垣町の人口が 
30,00(@ 人に 

達する日は、 いつでしょう 

て
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日
 

住
所
 

氏
名
 

電
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番
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字
野
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岡
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役
場
 

町
民
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（
 

日
 

）
 

@
 

一
口
 

/
 
 

今
ユ
 

ウ
月
 

 
 

g
 日

 
切
 

締
 一 ヒント 

く 月末人口 ) 
平成 9  年 1  月 29.485 人 

2  月 29.495 人 
3  月 29,619 人 
4  月 29.734 人 
5  月 29.773 人 
6  月 29,818 人   

7  月 29.884 人 

  

 
 

産
卵
か
ら
約
六
 0
 日
で
、
卵
は
ふ
化
 

し
ま
す
。
昨
年
、
海
が
め
観
察
 隊
は
 、
 

足
跡
に
 よ
 り
確
認
し
た
産
卵
地
占
を
棚
 

で
保
護
し
、
観
察
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

そ
し
て
昨
年
 8
 月
別
口
 の
タ
 ・
 
方
と
 9
 月
 

3
 日
夜
、
ふ
化
し
ま
し
た
。
特
に
 9
 月
 

海約 
  

。 の 日 。     

旅後 

の 立ち 

ま
た
、
平
成
 7
 年
か
ら
は
 W
 職
員
が
ボ
 

ラ
ン
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
夜
の
 

観
察
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
 

ら
、
産
卵
の
確
認
は
い
ず
れ
も
早
朝
に
 

足
跡
を
発
見
し
た
も
の
で
、
深
夜
海
が
 

め
が
三
里
松
原
海
岸
で
産
卵
し
て
い
る
 

様
子
を
目
用
し
た
人
は
、
ま
だ
一
人
も
 

い
 ま
せ
ん
。
 

海
 が
 め
は
、
 

  
 
 

ゐ
 る
さ
と
の
海
岸
に
 

帰
っ
て
く
る
 

長
年
に
渡
る
日
本
各
地
で
の
海
が
め
 

生
態
調
査
に
よ
る
と
、
海
が
め
は
、
ふ
 

化
し
た
海
岸
に
再
び
産
卵
に
訪
れ
る
 回
 

月
性
が
強
 い
 こ
と
が
確
認
さ
れ
て
 い
 ま
 

3
 日
の
夜
は
 、
 ふ
化
し
た
子
が
め
た
ち
 

が
大
海
原
へ
と
旅
立
っ
て
行
く
の
を
大
 

勢
の
人
た
ち
で
見
守
る
こ
と
が
で
き
ま
 

し
た
。
最
初
に
砂
か
ら
は
い
出
た
子
が
 

め
か
ら
、
最
後
に
は
い
出
て
来
た
子
が
 

め
が
波
間
へ
と
消
え
て
い
く
ま
で
約
十
 

分
間
。
そ
れ
は
、
自
然
の
偉
大
さ
、
生
 

命
の
神
秘
な
ど
を
感
じ
さ
せ
る
感
動
の
 

光
景
で
し
た
。
 

す
 。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
 岡
 垣
の
海
 

岸
 て
ふ
化
し
た
海
か
め
は
、
大
海
原
で
 

0
 回
遊
の
後
、
十
数
年
後
に
は
再
び
 、
 

こ
の
 岡
 垣
の
海
岸
に
帰
っ
て
く
る
の
 て
 

す
 。
私
た
ち
に
と
っ
て
 
"
 か
け
か
え
の
 

な
い
ふ
る
さ
と
 "
 で
あ
る
岡
垣
町
は
 、
 

海
 か
め
に
と
っ
て
の
 
"
 ふ
る
さ
と
 "
 て
 

も
あ
る
の
て
す
。
 

今
年
は
海
か
め
の
産
卵
は
確
認
さ
れ
 

ま
せ
ん
で
し
た
か
、
来
年
こ
そ
は
 岡
垣
 

の
海
岸
へ
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
も
の
 て
 

す
 。
同
時
に
岡
垣
の
海
岸
か
こ
れ
か
ら
 

も
す
っ
と
海
が
め
の
ふ
る
さ
と
て
あ
り
 

続
け
る
た
め
に
私
た
ち
人
間
は
何
を
し
 

て
い
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
か
考
え
て
 

い
 く
必
要
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

海
 か
め
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
の
も
 人
 

間
 、
破
壊
す
る
の
も
人
間
て
す
。
 

なお、 30.00(V 人目の町民となった 人 
には、 認定書と豪華副賞も 雨意してい 

ます。 

問い合わせ 町民 課 住民 係へ 

O
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 百
 

六
 

火
 

花
 

回
 

第
 
8
 

 
 

「
 

Ⅰ
 

夏の夜空を彩る ，ほ 例の花火大会が 8 月 2 日、 波 
津漁港周辺で 行われました。 

打ち上げ会場の 波 津 漁港から渡津海岸沿いには、 
8.000 人を越す人たちが 詰めかけ、 夏の暑さを忘 
れさせる花火に 酔いしれました。 

午後 6 時 30 分から始まった 納涼イベント・ライ 
ブ㎞ 岡垣 では、 地元で活動する 三つのアマチ コ ・ア 

バンドが出演。 ロックの演奏でお 祭りムードを 盛 

り上げてくれました。 また、 イベントの冒頭には 餅 
投げならぬ、 ボール投げが 実行委員会 @ こより行わ 
れ、 拾った人にはかき 水がプレゼントされました。 

辺りが暗くなった 午後 8 時、 花火の打ち上げが 
始まり、 観客の歓声も 最高潮に達しました。 
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一戸切っ子チャレンジキャンフー 

  

  

Ⅰ   
同町小学校 (@  f 年生 15 ノ、 が 7 月 6  日から 1 週間、 

渡津にあ る老人憩の家老 潮荘 で通学しながら 合宿 

する。 通学合宿 " を行いました。 これは、 阿 南         
午 健全育成町民会議主催で 同町 校は肯 少年育成会   
議 により行われだも㈲です。 

児童たちは集団生活の 中で、 食事担当や抽 除担 

当な ビ それぞれ分担し 、 買い物から食事の 準備ま 

ですべて自分たちで 行いました。 また夜には、 町 
長の講話や海からの 贈り物と題した 漂着物研究家 

Ⅰ ぬ 
の 石井忠さんの 話、 読 再 ボランティアくすの 木の 
会 による 岡 垣の民話などが 催され、 子供たらは 普 

段 味わえない体験をしました。 
参加した児童だちは - 1 週間家元を離れるのは 

ちょっと寂しい 気がしたけれ ビ 、 みんなと 1 週間 

もいっしょにいれるのでうれしかったです。 ‥ な 

ど 感想を寄せてくれました。 
眼 ，終日にはお 別れパ ー ディーとして ソ一 メン・ 流 

しが行われ、 家元を離れ自分たちだけでの 生活を 
やり遂げ・ た 児童たちはひと 回りたくましくなった 

ようでした。   
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町
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み
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さ
ん
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来
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・
催
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場
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課
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で
ご
連
絡
く
だ
 

さ
い
。
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一 西日本新聞社主催『元気 が 出る地域づくり 座談会』 一 

西日本新聞社が 県民約 6,50n 人を対象に実施した " 元気が 

出る地域づくしに 関する県民意識調査 " の集計結果をもとに、 

遠賀 ・中間地区の 現状や活性化策を 探る " 元気が出る地域づ 

くり座談会，が 7 月 5 日、 岡 垣 サンリーアイで 開かれました。 

座談会には、 門司 晋 岡垣町企画調整 係 主査・大長光信行芦 
屋町企画調整係長，後藤勝義中間商工会議所中小企業相談所 
指導係長・ 豊 丹土裕子遠賀町 読吉 ポランディア。 にじの会 " 

代表・水谷隆明ひびき 青年会議所副理事長が 出席。 坂本雅子 

福岡市健康づくり 委員会専務理事をゲストに 迎え、 調査に対 

する感想から 広域合併問題まで 幅広い議論を 交わしました。 

広域合併問題については ，形にこだわらず、 文化事業など 

枠を拡げた連携をまず 進めるべきだ - などの意見が 出され、 

坂本さんは :. そのためにも、 まちづくしの 主役であ る住民と、 
それをサポートする 行政の連携について、 もっと議論してほ 

しい - と 話していました。 
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地
域
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      ・ ヒツ，   

一 兆 合格 秀 さん、 人権 講演会一 
  

  

7 月の同和問題啓発強調月間の 人権 問題啓発の一環として 7 月 5 
日 、 岡 垣 サンリーア イ で人権 講演会が開かれました。 

講師の北 谷 勝男さんは、 昭和 37 年に国際連合技術援助評議会に 奉 

職。 国連人口基金次官として 平成 5 年に退任されました。 その後、 
221 世紀の折り返し   占であ る西暦 20 冊 年 に目を向け、 現在私たちの 生 

活を脅かしている 環境、 人口、 貧困などの地球規模の 問題を考え、 

幅広い活動をしています。 
北 谷さんは，基本的人権 とは、 人間が 、 誰からもおびえずに、 平 

和に 、 豊かに生活できることです。 地球規模の貧困の 状態というの 

は見えにくいものですが、 世界中で 1 日の生活 乙が lno 円 以下の人 
が 四パーセント、 2 ㎝ 円 以下が 60 パーセント。 それ以上の富裕層は 

わずか 5 人に 1 人に過ぎません。 私たちは、 長期的な思いやりの 心 
を持って我々の 子や孫の世代のことを 地球規模で考えることが 大切 
です。 未来の命を守るのは 我々です。 @ など地球規模での " 未来の 

人類の人権 をど う 守るのか " について講演されました。 

 
 

    

O 

    
  

。 一大人と子供のぬれあ い 比 夏休み料理教室 目 一 

夏休みの楽しい 思い出にと、 大人と子供のふれ あ い 料理教室 
が 7 月 27 日から 3 日間、 中央公民館で 開かれました。 

これは中央公民館が 夏休みに毎年開催しているもので、 親子 
に限らず、 祖父母と孫、 地域の大人と 子供がいっしょになって 
料理を楽しむものです。 3 日間で延べ 16 組 60 人が参加し、 調理 
室は大人と子供のふれあ いの輪でいっぱいになりました。 

2 日連続で参加された 牟田教子さん 親子 ( 野間二 ) と坂田 珠 
高 さん親子 ( 旭西 ) は 、 ; 二度参加して、 ものすごく子供が 喜 
んでいたので、 また参加しました。 
子供がまだ幼く、 こういった機会 
でないといっしょに 料理をして 過 
ごすことはなかなかできません。 
子供も喜んでいますし、 料理を通 
じて親子でふれあ ぅ ことができょ 
かったです。 その上、 栄盤面も勉 

強でき、 デパートリーが 一つ増え 

ました。 来年も参加したいです。         @ 
と感想を話してくれました。 
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み の どこをさを 政令政た 
鮫 """ 昭 " 岡垣 、ま 皆さ 町で 進 を の い 守り 」で 県内 西日 する では 令指 地理 

ちんはめ 里な県 百本と人定的 町 『 観 
のに（ て " ガ内十 新約口部 好は 
イ 親ガ き のら五一間二三市 条     

      

  

;  ふ出 ;   
の施ガ 佳調 入念 州整 び ・・ 午杜   抗 @ w り   大 い笘     
整設 なみ 調 ロ僧 市備     

備 " 自や査 としのさ     

細民 な い黙 す』 
    

  比 、 二 れ Ⅰ寒色 1 曲 揖 ・， 甘   @ 油 ・ 世 ・ ; 毎 ・ 屯 、 廿辞 

    にな こ街示 かもたいの 絵 
の 町の @ ていまンリー あ ん 「年度 烏 づく 進め、 うして 角にず しまず W けて らった 地域の ます。 景観 整 イ 
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予岡 す ら り すが 写 ま い とれた 
定垣 。 し         、 展でて してめ 

屋
外
美
術
館
 

「
駅
前
き
ゃ
ら
 り
 1 
口
 

J
R
 海
老
津
駅
広
場
横
の
壁
面
を
利
 

用
 し
た
一
駅
前
ぎ
や
ら
 0
 １
㍉
が
 オ
｜
 

フ
 ン
し
て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
 い
 た
だ
 

き
、
文
化
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
今
で
は
半
年
 

先
ま
で
予
約
済
み
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
 

す
 。
一
度
あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
て
 

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

①
利
用
方
法
 

ハ
駅
前
ぎ
や
ら
 リ
ー
 ）
は
 、
 

・
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
 通
 

勤
 、
通
学
、
通
園
さ
れ
て
い
る
人
な
 

ら
 ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
ず
 

・
展
示
期
間
は
二
週
間
で
す
 

・
展
示
料
は
無
料
で
す
 

・
作
品
の
展
示
や
撤
去
は
利
用
者
で
行
 

 
 

Ⅱ
 
ん
 Ⅰ
・
 

 
 

 
 

 
 

  

  

す
 

①
利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

・
駅
前
ぎ
ゃ
ら
 
0
 １
運
営
実
行
委
員
会
 

否
 2
8
2
 １
 n
r
,
.
.
r
3
8
 
 

河
村
）
 

，
岡
垣
町
役
場
町
長
公
室
企
画
調
整
 係
 

（
 
宕
 2
8
2
 １
 1
2
1
1
 
）
 

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

利
用
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
の
提
出
 

が
 必
要
で
す
。
申
請
は
利
用
 日
 の
 六
 

か
 月
前
か
ら
先
着
順
で
受
・
 け
 付
け
ま
 

O
 



構 
                  

  
    

  @ 

 
 

ノ
 

  

ひ
 い
 町
 づ
く
 の
 

現
在
の
住
所
の
表
し
万
は
、
土
地
の
地
 番
を
使
っ
て
 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

も
と
も
と
地
番
は
、
「
土
地
の
番
号
」
 
と
し
て
、
 
所
 

有
権
の
設
定
や
固
定
資
産
税
の
徴
収
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審
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    特集 - 住居表示Ⅰ 

( 実施前 ) ( 実施後 ) 
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回 開 催 日 時 .&. 
Ⅰ 吋   対 象 地 域 

  
㈹ 期日、 会場などが変更になる 場合があ ります。 



  

く 材料 4 人分 ) 

o な す                                       
0 牛 ひき 肉                         120 グラノ、   20 クラノ、 

0 塩                                           
① こ しよう                         少童 

①小麦粉                                 
0 とける チーズ             200 グラ ヱ、 

く 作り方 ) 

0  なすは 厚 めの斜め 輪 ・ め ) ） し ア ク 

抜きする 0 塩、 こしょう 、 /¥k 麦粉をま 

ぶして油で焼き、 ひき肉も炒める。 

0  トマトは 厚 めのいちょう 切りにする。 
パセリはみじん 切りにする。 

0  グラタン皿に Oe 、 ナーズを 2 層 重 

 
 

    
0 チーズの コク で夏バテ知らず   ル 

                    はたん白質といつしよ @ と 

ると吸収率も 高まるので緑黄色野菜や 海 

藻類は卵、 肉、 魚、 大豆製品と組み 合わ 
せ - ことるよう @ こ 。 

また、 日本人の摂取栄養素で 1 番 不足 
しているカルシウムを 補うために、 力 め 

シウムの多 い 乾物、 缶詰、 その他で常備 

菜 やふりかけを 1 一 2 品作っておくと 良 

いでしょう。 
特に夏バ チ 防止策として                       

を 食べる。 」という意味で 今月のお惣菜 

をお試しください。 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 
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っ
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。
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。
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白石 初美さん (24 歳・八幡西区 ) 

戸切 小学校教諭 (3 年生担任 ) 

今月のさわや か さんほ、 写真撮影の時 、 いろ 
いろなポーズをとって 楽しませてくれ、 とても 

ヒョウ キン な 戸切 小の白石先生です。 

Ⅰ仕事は ? 

今年で 3 年日の私です。 失敗したり悩んだり 

は 多々あ りますが、 子供の笑顔をみたり、 再び 
を 共有し合えたりしたその 一瞬がそれまでの 苦 
労 をいっぺんで 吹き飛ばしてくれます。 

Ⅰ趣味 は ? 

音楽を聞いたり、 ギターを弾いたりすること 

です 0 大学の時、 バンドをしていたので 機会が 

あ れば、 またやりたいです。 

Ⅰ子供たちにメッセージを ! 

生き物を大切にし、 ユーモアがあ り、 あ いさ 
っ 上手で、 友達思 い ・               して、 い たずら 好 

き ( 私も度々された 分、 お返しもしましたね 
㊧ ) な目切小の子供が 大好きです。 そして、 お 

っ ちょこちょいの 利、 を 支えてくれてあ りがとう。 

そのお礼にこれをプレゼントしましょう " チュ " 。 

え，，げ いらないだとお ?  遠慮しないで 受け 

取って ね ! 

Ⅰ 岡 垣の印象は ? 

山 あ り 海あ 引 ll あ りで自然がいっぱい。 ホタ 

ルを見たときは、 感動しました。 北九州から 毎 
日 通勤する私は、 この自然を肌で 感じることが 

でき幸せ者です。 

Ⅰ最後に自己 PR を 

時々、 子供たちと棟区内を 探検することがあ 

ります。 子供たちと同化している ( 子供の体格 
がいい ) ので、 わかりにくいと 思いますが、 前 

から見ると年はかくせませんのですぐわかると 

思います。 気軽 @ こ 声をおかけください         
力 ぺ ら． 5 尺 が，、 人少 に降 

サ リ 車 ビ し る 牡羊 枝り 
ブヵ 慈ル く 星 合に の や 

ラ ン はの 映の に 悪 、 業ま 

ン の を 毎様 すフ持 何度 陰ぬ 
力 背 面皮 は ば をの に 梅 
のに 空 わ た ろ 閏秒 村雨 
蕾ィ以 迫 り る甘 う り 坤の 
豊 る し   特 使く ら荻 生新 

橋 かさ仝かに 安り 幼西 むみ 徳 れを 
本にま 子け 足部はさ 打 た 留ねひ 

膨 見面 て せ 日 る そ 

わら せ美行な朗 も光 か 大 や 

子 なて子 く が 予 と 代 大治 か 

  
ヮ P 笠穏巴 ㍉ サ ) 

    

Ⅰ ト "-- " ノ     
ム PN. 水月 碧僅 

  
ぶ         

々 話 
Ⅰ     

け @ 一 スティンの キ，ブ イの 水 ) 

At@ an@ okonomiyaki@ restaurant,@somewhere@ in@ Japan   
( 日本のどこかでのお 好み焼きのレストランで・       

Derek:@Hey@ Lisa,@why@ don't@ we@ go@ and@ watch@ a@ baseball 
game@ together@ next@ weekend? 

( リサさん、 今度の週末一緒に 野球を見にいきましょうか ?) 
Lisa:@Hmmn 。 i ， baseball@eh ， '@ Sounds@like@ a@ plan ， I ， ve@ heard 

there@ is@ tons@ of@ atmosphere@ at@ games@ in@ Japan   
( そうね 0 野球ですか 0 行きましょう。 日本での試合の 雰囲気はすご 

い ( 多い ) と l@@@ いていますよ 
Oerek:@Yeah ， I ， ve@ heard@ that@ too ． WHat@games@have@l   ads 
of a Ⅰ n Ⅰ 0Sphe Ⅰ e @n Ca Ⅰ ada Ⅰ 

( ええ、 ぼくもそれを 囲 きました。 カナダではどんなスポーツの 試合 
がとても ( 沢   ． lJ) 盛り上がりますか コ 

」 isa:  WVell Ⅰ 曲亡お @c 亡 hoc Ⅱ eey  haS             but it can get a 
bit@ too@violent@for@ my@taste ， I've@ heard@rugby@ games@ have 

heaps@ of@ atmosphere@ too ， It 、 s@ New@ Zealand ， s@ national 

sport,@right? 
( さあ 、 アイス，ホッキ 一はとても ( 沢山 ) 盛り上がるでしょうが、 私に 

とってちょっと 無力的過ぎると 思います。 ラグビ一の試合も 大変 ニ U は 
ど ) 盛口上がるそうです。 ラ ダビ ーは ニュー・ズイランドの 国の ス 武一 ツ 

でしょう ? ) 
Derek:@ Yeah ， it ， s@ defini   ely@ our@ national@ sport@ and@ most 

Kiw@@   follow@ @   ， Even@ @@   peop@@   don't@ like@ rugby.they 

genera   @@   know@ who@ the@ good@ players@ are ， I@ wonder@ if 

most@ peop@@   f0   @   w@ baseball@ in@ the@ same@ way? 

( ええ、 回のスポーツだと 決まっていて、 ほとんどのニュー・ズイラン 
ド 人は ラ ダビ ー を追いかける。 持はラグビーが 好きではなくても、 いい 
選手を大体知っています。 野球も同じように 皆が追いかけるのでしょ 
。 かね』 
Lisa:@ Yeah@ I@ wonder? 

( どうでしょうね J 
The@ All@ Blacks@ 4 Ⅰ e@ New@ Zealand"@s@ national@ rugby@ team 

and have won lnter 血 a 巾 lonal acclalm   
Ne 宅 balla れり Crlck きた 臼 Ⅰ en コモ lonal sPo れ 60 Ⅰ NewZealandalso   

( オル，プラク ス はニュー ，ズ イランドの国の ラグ ピー・ テ 
ィ 一ム で ・海外でも歓呼して 抑えられています。 ネ トバ J レとク 
リケットもニュ - ・ズイランドの 国のスポーツです カ 

  舟 ぃ 大 ら 山 口 空 ヨ F 車阜 一 
9 開 % り 多 の 草 手 くや に とん 

ど ・ @ ・ ヵ 

つ う 足 

と 移 ぢ   
岸 素十 8 位 か 

原田 時棚林ら 
風 千田 

邦 恵か昭 
依 子な子 
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来年小学校に 入学する 児 覗の健康診断と 適正検査を 

行います。 該当する児童は 全員受診してください。 

なお、 入学に関して 相談を希望する 人、 また当日欠 

席する人は教育委員会学校教育課 へ 連絡してください。 

米 駐車場が狭 い ので車での来場はお 控えください 

平成 3 年 4 月 2 日 か 

@ 平成 4 年 4 月 l 日 9 月 1 Ⅱ 日 ( 水 ) 
東部公民館 

までに生まれた 人 
( 東 松原 ) 

え びっ幼稚園児…………………… 午後 l 時 30 分 
周年第一幼稚園児………………… 午後 ] 時 50 分 
同項中央幼稚園児‥‥‥‥‥‥‥・ ， ‥‥・ 午後 2 時冊分 

保育園児・自宅 児 ・ 町外 通園児…午後 2 時 30 分     
と 時と参て 千両のす ンジ で   や文 

つ通 

るキ 

ン 
隊   ガ   
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10 月 l 日   封 

10 月 22 日脚 
健 ． 康 相談 へ 
栄養 柑談     

治講一 と時と意 座保 今出づ 
      呑 - 30  接で除日 せい 女 女 

，庄 

め 

ん先ザン 
開   

タ １ 所 政 - 円 
後 か り る介す的。 こ 

1 。 の 講謹 る に 基 
座   

曲 現市な ・ ， 主ら 誰座は講ど社 講 限なな 
あ 』 ' ま課 

社民話で も な座で会 ん た 呑 
は 0 

同生 座 もあ く で 開人 
木楯 の 受 り 、 ず 設の 
企の内調ま平 。 セ比 

社会 92     
  

  と材 めの 働き土曜 座 午 や で寺 
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  与幸 

平成 9 年度の第一同 mm 政 モニタ一会議が 7 

日 ， 携 片才催さ ゴ Ⅰました 0 

町政モニターは、 町民の皆さんの 意見を反映 @ 
ちづくりを進めるため、 平成元年度から 毎年公 拐 

9 行われているものです。 今年度も公募により 8 
町政モニターとして 委嘱さ オ Ⅰました。 

今年度の - テーマは 、 Ⅰ情報化推進についてⅡ と @ 

を 生かした観光開発についても 第一回の会議   

番配 : 乃の袖寸寸の 後 - チ in7 ら 二つ㈲テーマに つ Ⅰ 

 
 

 
 

    
れぞれの担当課から 説明を行し壊した。 

今後、 町政モニターさんからの 町に対する率直 と 

意見・提言を 期待しています。 
なお、 平成 9 年度の町政モニターさんは、 次の皆せ 

んです。 
0 秋武 純子さん ( 茅原 ) 
0 川崎 幸生さん ( 旭西 ) 
ご神谷 宣夫さん ( 山畑 ) 
0 白木恵美子さん (% 台 ) 
0 津嶋 洋子さん ( 南面 陽 ) 
①松本 勝さん ( 新海老 津 ) 
0 山口 昌 枝 きん ( 吉木 ) 
0 矢羽田美穂さん ( 公園通り中 ) 
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    ビⅠ @.."@'.  ア Ⅰ "-@- -- 一           

ク 町民武道館 宕 282 一 6111 
クい こ い の 里 ・ 胎 福祉協議会 宕 283 一 2940 

ク岡垣 サソリーアⅠ 宕 282 一 1515 
ク シルバ一人材センター 宕 282 一 4688 

ク 中央公民館 宕 282 一 0162 
ク 東部公民館 %282 一 0035 
ク 西部公民館 %282 一 7476 

ク 在宅介護支援センター %282 一 5167 
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 1
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か
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ば
 
月
 即
日
 -
 め 金面通行 山 

古谷一戸切線の 排水路工事を 行います。 このため古谷一戸 
切線の - 部の道路を全面通行止めにしますので、 通り抜けが 

できなくなります。 大変 ご 迷惑をおかけしまずが、 協力をお 

  願いしまず。 

海老 沌爪   
  

    

詰朝 与時 4 間具者 エめ 
達眼 Ⅴ か時 @@ ネコ Ⅰ     精 折屋 
  

  

l フ若   へ｜ 3 
自 杏た           

埋四 一一一・ a* 町 詩 0 0 @         と ま と 祭た 

担八総込は 
ど 部 

  通行止め期間・ l                                                                 三切小半 技   
( 9 木 ) 月 10 までの午前 日 ( 水 ) 8 から 時 30 11 分から年回 月 20 日 

三陶 サン 1 す 場し 
味芸 

下戸 切 後 5 時の間。 なお、 日曜日は除き 線 ・ 

ます・ 0 
    

舞な 8 塚屋 ど 作し 日 3 文化 ； Ⅰ 一 %         てご野 O 次の 吉田 O 橋本 Ⅴ老人 故 O 佐藤 故 O 武田 放 Q 吉日 故 O 宮内 故 O 橋本 敗 O 飯 千 故 O 大丸 Ⅴ社会 - ， / 折 らお 礼を申 愛   の   様   
田内 
  60-80 （ 91 （ 87 （ 92 （ 74 北 人                                                     か 
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